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貨客混載と地元産品による
バス路線の活性化

「新しい生活様式」対応型こおりやま広域圏チャレンジ「新発想」研究塾2020 トライアル編
1班 まち分野



〇ニッチに対応したマイクロツーリズム

↳こおりやま広域圏内の人へ向けたマイクロツーリズム

機会の提供

リサーチ編における提案内容

〇貨客混載による新たな市場開拓

↳郡山市内においては実際の路線バス沿線を路線バスを

仮想した車両を運行、郊外から駅前に産品を輸送。

↳こおりやま広域圏内からは各自治体の公用車をバスと

仮想し郡山市の活況なところで地元産品をＰＲ。

提案内容①

提案内容②



果・客・根・菜 バスの運行

トライアル編試行内容

生産者も
同乗

バス路線沿
線の農場へ

新発想トラ
イアル！！

なかまち夢どおりへ

収穫した野菜
をバスへ

ツアー参加者
模擬バス停から乗車

1
農場から収穫したものを

バスで運ぶ

3

朝採り野菜収穫体験

2

なかまち夢どおりにてこおりやま
広域圏の農産物販売会・試食会

こおりやま広域圏の農産物
販売・ＰＲ4

模擬貨客混載

か きゃく こん さい



・公共交通での新たな収益確保→バス路線維持による住民の足の確保
・移動制限がある中でのマーケット開拓・こおりやま広域圏の周知拡大

・交通プラスαの付加価値によって、新たな公共交通利用ニーズの創出
・こおりやま広域圏内の生産者を通じた交流促進と地域産品のPR

期待される政策効果

新たな輸送機会提供による輸送方法改革

貨客混載という発想を用いた社会システム創造

民間業者間での制度利用

貨客混載の試行

バス空きスペースの活用 こおりやま広域圏内の産品のPR
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